








































































































































































































































































1 必要に応じてオリエンテーションを受ける機会があった 4.17（0.68） 4.16




6 今までの学習内容を活用しながら実習を展開できた 3.86（0.80） (0.55)
7 患者への理解を深め、個別性を考えながら実習を展開していた 3.81（0.79）
8 日々の学習内容を振り返りながら、それを生かして実習を展開できた 3.74（0.76）
9 患者とのコミュニケーションを深めながら実習を展開していた 4.10（0.80） 4.10







17 教員や看護師は、どの学生にも平等に接していた 3.89（0.94） 4.00







25 教員や看護師の学生に対する質問の量は多すぎることも少なすぎることもなかった 3.83（0.80） 3.73
26 教員や看護師が学生に期待する行動は難しすぎることもやさしすぎることもなかった 3.63（0.92） (0.82)
27 教員と看護師の連携がよく取れていた 3.63（0.85） 3.51
28 教員と看護師の指導の間に一貫性があった 3.40（0.91） (0.79)
29 目的目標が明確に伝わる展開の実習であった 3.77（0.82） 3.78 3.4 .78
30 学習課題とその必要性が理解しやすい実習であった 3.79（0.75） (0.63)
31 実習中の記録物・提出物などの量は適切であった 3.77（0.82）
32 教員や看護師は、提出した記録物を用いて指導・説明していた 3.99（0.75） 4.03
33 記録物や提出物に対して、指導・助言があった 4.07（0.73） (0.69)
34 教員が実習時間をむやみに早めることや、終了時間を延長・短縮することはなかった 4.04（0.86）
35 状況に合わせて休憩時間をとれた 4.03（0.93）
36 カンファレンスの時間は長すぎることも短すぎることもなかった 3.71（0.96） (0.72)
37 カンファレンスにより、実践した内容を意味づけることができた 3.83（0.80）
38 学生同士が協力し合うことができた 4.13（0.78）
39 教員と学生間のコミュニケーションはよかった 3.91（0.85） 3.98 3.9 .86














Ⅰ． オリエンテーション 3.5 .65













































































































項目 低得点領域 中得点領域 高得点領域
人数（%） 10（14.3） 39（55.7） 21（30.0）
総得点（SD） 128.00（7.01） 161.05（10.25） 191.09（7.07）
Ⅰ． オリエンテーション 3.85（0.34） 4.04（0.54） 4.52（0.58）
Ⅱ． 学習内容・方法 3.37（0.29） 3.81（0.35） 4.37（0.61）
Ⅲ． 学生－患者関係 3.35（0.75） 3.96（0.65） 4.71（0.44）
Ⅳ． 教員、看護師－学生相互行為 2.95（0.27） 3.90（0.45） 4.68（0.29）
Ⅴ． 学生への期待・要求 2.70（0.42） 3.58（0.59） 4.50（0.61）
Ⅵ． 教員、看護師間の指導調整 2.55（0.60） 3.50（0.67） 4.00（0.67）
Ⅶ． 目標・課題の設定 2.87（0.32） 3.68（0.40） 4.38（0.45）
Ⅷ． 実習記録の活用 3.10（0.21） 3.95（0.55） 4.62（0.50）
Ⅸ． カンファレンスと時間調整 2.96（0.38） 3.78（0.57） 4.58（0.42）




Ⅰ オリエンテーション .27 .023 ＊
Ⅱ 学習内容・方法 .28 .018 ＊
Ⅲ 学生ー患者関係 .36 .002 ＊＊
Ⅳ 教員、看護師－学生相互行為 .42 .000 ＊＊＊
Ⅴ 学生への期待・要求 .27 .029 ＊
Ⅵ 教員、看護師間の指導調整 .26 .029 ＊
Ⅶ 目標・課題の設定 .30 .013 ＊
Ⅷ 実習記録の活用 .47 .000 ＊＊＊
Ⅸ カンファレンスと時間調整 .33 .005 ＊＊



































































































































































































































関する検討会報告書平成 23 年 2 月 28 日． 
http://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/2r985
20000013l0q-att/2r98520000013l4m.pdf
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